
　　

富山県森づくりプラン後期計画（H24～28年度）の概要 県民意識調査の結果[H27.11実施]

県民全体で支える森づくりの推進と、森づくりの評価・改善 とやまの森を支える人づくりなどの推進

多様な森づくりの推進
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奥山のカシノナガキクイムシによる被害跡地において、ミズナ
ラなど実のなる木を植栽し、森林の公益的機能やクマなどの野
生動物の餌場を確保

○後期計画の新たな取組み

平成28年度「県民参加による水と緑の森づくり事業」
～水と緑に恵まれた県土の形成と心豊かな県民生活の実現～

当初計画額

３億５,７９３万円

【里山林や混交林等の整備面積】 【森づくりの年間参加延べ人数】

【優良無花粉スギ「立山 森の輝き」の普及】

【カシノナガキクイムシの被害跡地の復旧】

花粉症対策の一環として､本県で開発した優良無花粉スギ｢立山
森の輝き｣の苗木の生産と、スギ伐採跡地での植栽、保育を支援
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□ 里山再生整備事業 【1億5,062万円】
・里山林の整備(236ha,26地区)を県民協働により推進

・カシノナガキクイムシ等の森林病害虫などによる枯損木を除去

□ みどりの森再生事業 【7,585万円】
・過密人工林や、竹林が侵入した人工林を整備し、混交林に誘導(79ha)

・森づくり事業で使用する県産広葉樹苗を県民協働で育成

□ 実のなる木の植栽事業 【670万円】
・カシノナガキクイムシの被害を受けた奥山を対象に実のなる木を植栽（3,500本）

□ 優良無花粉スギ「立山 森の輝き」普及推進事業 【5,407万円】
・苗木の大量生産と、スギ人工林伐採跡地への植栽(20ha,4万本)、初期保育を支援

□ 水と緑の森づくり推進事業 【524万円】
・水と緑の森づくり会議及び森林審議会森づくり部会を開催

県民参加による森づくりを一層推進するため「とやまの森づくりフェスタ」を開催

□ とやまの森づくりサポートセンター活動推進事業
【3,655万円】・森林ボランティア活動を専門的･総合的に支援

・森づくり活動機器(ヘルメット、ノコギリ、チッパー機など)の貸出や保険料を支援

・森林ボランティアの施業技術の習得・向上等のため森づくり塾を開催(30回)

□ とやまの森づくり普及啓発推進事業 【580万円】
・森づくりへの理解を深めるため「森の寺子屋」を開催(120回)

□ 県民による森づくり提案事業 【500万円】
・県民が自ら企画、実践する森づくり活動を支援

□ 県産材利用促進事業 【1,360万円】

・木育推進のための遊具、積木の保育園等への導入を支援

□ とやまの森づくり総合情報システム事業 【450万円】
・「とやまの森づくりホームページ」を活用し、森づくりに関する情報を県民に提供

・県産材の活用を促進するため公共施設の内装木質化や木製品の導入等を支援

海づくり等を行う児童に苗木を贈呈

○水と緑の森づくり税の延長について

前回(H22)より1.9ポイント上昇 ⇒９５.３％賛成

【県民】

【企業経営者】

海岸林での徹底した松くい虫被害対策に必要な基礎調査の実施新

県民の提案による森づくり活動

年間30万本の生産体制をH39年度

までに整備する。(H38年度20万本)

○里山林や混交林整備、森づくりの参加人数に新たな目標を設定し、
県民参加による森づくりを推進

県民意識調査を踏まえた、新たな「富山県森づくりプラン」の策定新

森づくりフェスタの開催

地域住民による里山林の整備

森の寺子屋の開催

森づくり塾の開催

「立山 森の輝き」の植栽

過密人工林を混交林へ誘導

整備後

整備前

□ 全国植樹祭開催事業 【2億6,613万円(一部森づくり税)】

建築予定のお野立所

・１年前イベントや県内全市町村での森づくりリレーイベントを開催（15回）

・記念植樹用苗木を県民参加により育成（12,000本）

大会のシンボルとなる「お野立所」の建築や、県産材ベンチ等の製作
・式典会場、魚津桃山運動公園の整備

前回(H22)より6.6ポイント上昇 ⇒９６.５％賛成

□ 優良無花粉スギ「立山 森の輝き」採種園整備事業【1,135万円】
・優良無花粉スギ「立山 森の輝き」の増産に必要な施設を整備
(苗畑整備１ha、ビニールハウス１棟)

単位：ha、本

計画

H24-26 H27 H28

1,296 815 270 236 1,321

混交林
整備面積 693 425 104 73 602 1,295 1,500

立山 森の輝き
植栽面積

― 8.1 14.1 20.0 42.2 42.2 45.0

実のなる木
植栽本数

― 38,500 7,230 4,270 50,000 50,000 50,000
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後期計画
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2,600
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H19-23

区　分
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H20に
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突破

目標 12,000人

・実施計画の策定
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